
12

去
る
３
月
11
日
の
東
北
関
東
大
震
災
で
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
方
々
に
対
し
て
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

電
子
版
市
民
プ
レ
ス　
第
52
号

　

タ
ブ
ロ
イ
ド
地
域
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
第
52
号
（2012/4/5

発
行
）
の
電
子
版
と
し

て
再
編
集
し
ま
し
た
。
電
子
書
籍
専
用
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
で
お
読
み
下
さ
い
。

ま
た
ご
利
用
の
環
境
に
よ
っ
て
は
、電
子
書
籍
の
閲
覧
が
で
き
な
い
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

目
次 

-PAG
E 

３ 
志
木
市
の
柏
町
に
都
市
化
の
波
・
・
・

 
-PAG

E 

５ 

江
戸
図
屏
風

 
-PAG

E 

９ 

歴
史
を
繙
く
：
志
木
市
仲
町
町
内
会
で
制
作
し
た　

仲
町
の
歴
史

 
-PAG

E 

24 

五
月
の
武
者
飾
り

 
-PAG

E 

25 

惜
別
：
染
色
家
・
原　

梢
美
さ
ん



34

志
木
市
の
柏
町
に
都
市
化
の
波
・
・
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�
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国
立
歴
史
博
物
館
（
千

葉
県
佐
倉
市
）
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る「
江
戸
図
屏
風
」は
、

江
戸
時
代
初
期
の
江
戸
市

街
お
よ
び
近
郊
の
景
観
を

画
題
と
し
て
、
そ
の
な
か

に
第
三
代
将
軍
徳
川
家
光

の
事
蹟
を
描
き
込
ん
だ
六

曲
一
双
の
屏
風
で
、
数
少

な
い
史
科
の
一
つ
と
さ
れ

て
い
る
。

　

画
面
寸
法
は
、
片
隻　

１
６
２
・
５
×
３
６
６
・
０

ｃ
ｍ

　

こ
の
屏
風
絵
の
制
作
年

代
に
は
い
く
つ
か
の
説
が

あ
る
が
、
江
戸
時
代
初
期

の
名
所
・
風
俗
を
画
題
と

し
て
い
る
こ
と
、
将
軍
家

光
と
思
わ
れ
る
、
顔
を
み

せ
な
い
人
物
の
活
動
が
、

各
所
に
か
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
家
光
が
将
軍

だ
っ
た
寛
永
期
（
１
６
４
２

〜
１
６
４
４
）
こ
ろ
と
推
測

さ
れ
て
い
る
。
よ
り
具
体

的
に
、
当
時
川
越
城
主
と

な
っ
て
い
た
、「
知
恵
伊
豆
」

と
呼
ば
れ
た
松
平
信
綱
が
、

家
光
の
御
成
り
の
際
に
つ

左隻：江戸　　右から左へ・縦に４等分
１枚目上段：江戸城北ノ丸、御花畠、紅葉山 /中段上：本丸・天守・梅林坂、平川口御門 /中段下：三ノ丸、神田、町屋 /下段：両国、浜町
２枚目上段：西ノ丸・吹上、御三家上屋敷 /中段上：西ノ丸・三ノ丸、御馬屋 /中段下：大手門、和田倉橋、大名小路 /下段：日本橋、高札場、小綱町、町屋、下町の河岸
３枚目上段：溜池、日吉山王社と門前の物売り /中段上：外桜田、外桜田門、大名屋敷 /中段下：京橋、日比谷門 /下段：材木町、下町の河岸
４枚目上段：愛宕、目黒、目黒不動、愛宕山権現社 /中段上：芝増上寺、東照大権現宮 /中段下：京橋、新橋、御成橋 /下段：八丁堀、築地
５枚目上段：目黒、増上寺 /中段上：芝増上寺、家光御仏殿へ御参詣之所 /中段下：芝、日比谷町 /下段：江戸湊候所
６枚目上段：池上、富士山遠景、本門寺 /中段上：碑文谷、桧物屋（碑文谷）、御鞭打 /中段下：品川、品川宿 /下段：江戸湊、武者船

江戸図屏風
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く
っ
た
も
の
、
と
す
る
説

が
有
力
で
あ
る
。

　

見
所
と
し
て
、先
ず
「
日

本
橋
」
に
注
目
し
た
い
。

経
済
の
中
心
地
と
し
て
の

町
の
賑
わ
い
が
鮮
や
か
に

描
か
れ
て
い
て
、
大
店
が

軒
を
つ
ら
ね
、
水
陸
交
通

の
中
心
と
多
く
の
人
々
が

行
き
交
い
、
米
や
材
木
な

ど
の
物
資
が
集
散
さ
れ
て

い
る
様
子
、
橋
の
下
を
通

り
抜
け
る
屋
形
船
、
橋
の

た
も
と
に
は
魚
河
岸
が
あ

り
、
船
か
ら
荷
を
下
ろ
す

様
子
、
幕
府
の
重
要
な
法

令
を
掲
示
し
た
高
札
場
と
、

そ
れ
を
見
つ
め
る
人
々
、

江
戸
の
中
心
と
し
て
の
活

気
に
満
ち
た
賑
わ
い
が
描

か
れ
て
い
る
。

右隻：川越　　右から左へ・縦に４等分
１枚目上段：州渡谷、御猪狩、狩りの御仮屋 /中段上：須戸野谷 /中段下：鴻巣御殿 /下段：鴻巣宿、中山道、元荒川
２枚目上段：川越御川狩、御仮屋、川越御城 /中段上：御城 /中段下：荒川、板橋宿 /下段：中山道、武家の行列
３枚目上段：御城、三芳野天神 /中段上：御城、御鞭打 /中段下：谷中、板橋、鹿の群れ /下段：王子、隅田川、中山道
４枚目上段：巣鴨、川越街道、鴻巣鷹狩 /中段上：谷中 /中段下：上野、寛永寺、善光寺 /下段：浅草、浅草寺、隅田川の渡し
５枚目上段：雑司ヶ谷、鬼子母神、御猪狩、伝通院 /中段上：本郷、神田明神 /中段下：湯島、湯島天神、東照大権現宮、不忍池 /下段：浅草、隅田川、浅草御蔵
６枚目上段：小石川、駿河台、神田川 /中段上：神田、神田川、水道橋、吉祥寺、高林寺御茶水 /中段下：神田、神田筋違橋 /下段：蔵前、両国、浅草橋



910

　

志
木
市
本
町
通
り
の
ほ
ぼ
中
央
、
こ
れ
と
交
叉
す
る
「
江
戸
道
」「
昭
和
新
道
」
に
囲
ま
れ
た
『
仲
町
』

（
現
・
本
町
１
、３
、４
丁
目
）
の
町
内
会
で
は
、
居
住
し
て
い
る
地
域
の
こ
と
を
も
っ
と
良
く
知
り
た
い
、

ま
た
古
か
ら
の
歴
史
を
繙
き
、
資
料
を
集
め
て
記
録
に
残
し
て
お
き
た
い
と
の
要
望
に
沿
っ
て
、
こ
の
た

び
多
数
の
貴
重
な
古
写
真
を
含
む
記
録
集
「
仲
町
の
歴
史
」
が
制
作
さ
れ
た
。

　

お
許
し
を
得
て
、
こ
こ
に
そ
の
内
容
を
貴
重
な
古
写
真
と
と
も
に
紹
介
し
た
い
。

志
木
市
仲
町
町
内
会
で
制
作
し
た　

仲
町
の
歴
史

　

は
じ
め
に

　

近
年
「
無
縁
社
会
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
地
域
社
会
が
疎
遠
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
一
方
大

地
震
や
異
常
気
象
に
よ
る
大
災
害
が
発
生
し
た
と
き
一
番
頼
り
に
な
る
の
は
隣
り
近
所
で
す
。
い
ざ
と
い

う
時
に
助
け
合
え
る
地
域
社
会
を
作
る
た
め
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
仲
町
町
内
会
で
は
昨
年
、
人
生
の
大

先
輩
か
ら
昔
の
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
懇
談
会
を
行
い
、小
冊
子
「
仲
町
の
歴
史
」
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

仲
町
地
区
の
集
ま
り

　

志
木
市
の
柳
瀬
川
・
新
河
岸
川
沿
い
の
武
蔵
野
台
地
か
ら
は
、
な
ん
と
３
万
年
程
前
の
旧
石
器
や
１
万

年
以
上
前
の
縄
文
時
代
初
期
の
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
太
古
の
昔
以
来
ず
う
っ
と
人
が
住
ん
で
い
た
。

　

中
世
（
鎌
倉
〜
室
町
時
代
）
に
な
る
と
、
鎌
倉
街
道
に
沿
っ
た
現
在
の
柏
町
・
上
宗
岡
地
区
に
集
落
が

発
達
し
た
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
引
又
地
区
（
現
在
の
本
町
）
が
発
展
し
、
奥
州
街
道
の
「
宿
場
」
と
な

り
、
新
河
岸
川
舟
運
の
「
河
岸
場
」
も
で
き
、
さ
ら
に
「
市
場
」
に
は
月
に
６
回
立
つ
三
八
の
市
（
明
治

時
代
に
な
る
と
二
七
の
市
）
も
立
ち
、
江
戸

時
代
中
期
か
ら
は
交
通
・
物
流
の
一
大
拠
点

と
な
り
、
志
木
地
域
に
留
ま
ら
ず
、
広
く
周

辺
地
域
の
経
済
・
商
業
の
中
心
地
と
な
っ
た
。

　

江
戸
時
代
後
期
の
仲
町
地
区
は
、「
文
化
11

年
（
１
８
１
４
）
に
模
写
さ
れ
た
引
又
宿
古

絵
図
」（
志
木
市
指
定
文
化
財
）
に
よ
る
と
引

又
宿
の
村
は
ず
れ
に
位
置
し
、
村
山
金
兵
衛

（
富
士
屋
）、
地
蔵
庵
（
西
川
地
蔵
）、
鈴
木
弥

文
化
11
年

�
�
�
�
�
�
�
模
写
�
�
�
引
又
宿
古
絵
図

�
志
木
市
指
定
文
化
財
�
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曽
五
郎
（
百
紺
屋
）
な
ど
が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
現
在
本
町
３
丁
目
交
差
点
に
あ
る
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
「
水

車
」
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

明
治
〜
大
正
時
代
の
志
木
町
と
仲
町

　

明
治
７
年
（
１
８
７
４
）
引
又
宿
と
舘
村
が
合
併
し
て
志
木
宿
が
生
ま
れ
、
明
治
22
年
志
木
宿
が
志
木

町
に
改
称
さ
れ
た
。
廻
船
問
屋
、
米
穀
商
、
肥
料
商
、
酒
造
業
者
、
水
車
屋
、
呉
服
屋
、
旅
籠
な
ど
が
軒

を
連
ね
、
東
京
〜
川
越
間
で
最
大
の
商
業
都
市
だ
っ
た
。
明
治
30
年
に
は
第
八
十
五
国
立
銀
行
志
木
支
店

（
現
・
埼
玉
り
そ
な
銀
行
）
が
開
業
し
た
。

　

明
治
35
年
発
行
の
『
埼
玉
県
営
業
便
覧
』

で
仲
町
地
区
を
見
る
と
、
本
町
通
り
に
は
家
々

が
立
ち
並
び
、
現
在
も
続
い
て
い
る
お
店
や

お
宅
が
散
見
さ
れ
る
。
大
正
３
年（
１
９
１
４
）

に
は
東
上
鉄
道
が
池
袋
〜
川
越
間
に
開
通
し
、

志
木
駅
に
蒸
気
機
関
車
が
発
着
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
仲
町
は
町
の
中
央
に

位
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
、
志
木
町

に
電
気
が
通
り
電
燈
が
と
も
っ
た
。

　

大
正
13
年
９
月
東
京
交
通
社
発
行
の
地
図

を
見
る
と
昭
和
新
道
は
ま
だ
無
く
、
現
在
の

ラ
イ
オ
ン
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
斜
め
に
入
る

旧
道
が
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
江
戸
道

が
志
木
小
学
校
の
敷
地
の
真
ん
中
あ
た
り
を

通
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
現
在
の
角
長

商
店
・
清
兵
衛
・
富
士
屋
や
八
百
半
・
甲
子

運
輸
商
会
が
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
吉
田
自
転
車
店
も
当
時
は
仲
町
に
お
店
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

さ
ら
に
、
鵜
野
裁
縫
伝
習
所
と
言
う
和
洋
裁
を
教
え
る
私
立
の
女
子
教
育
学
校
が
あ
り
、
細
田
裁
縫
女
学

校
（
現
・
細
田
学
園
）
と
競
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　

昭
和
初
期
（
昭
和
元
年
〜
20
年
）
の
仲
町

　

本
町
通
り
の
道
路
は
簡
易
舗
装
だ
っ
た
が
補
修
が
悪
く
穴
ぼ
こ
だ
ら
け
の
道
だ
っ
た
。
道
路
の
西
側
に

明
治
35
年
発
行
�

�
埼
玉
県
営
業
便
覧
�

大
正
13
年
�
月
東
京
交
通
社
発
行
�
地
図
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沿
っ
て
野
火
止
用
水
が
流
れ
て
い
た
。
道
幅
も
現
在
の
車
道
部
分
の
み
で
、
商
店
の
商
品
が
道
路
ま
で
積

ま
れ
て
い
た
の
で
、
随
分
狭
か
っ
た
。
し
か
し
、
商
店
が
文
字
通
り
軒
を
並
べ
、
買
い
物
客
で
大
い
に
に

ぎ
わ
っ
て
い
た
。

　

昭
和
新
道
の
開
通

　

昭
和
新
道
は
、
昭
和
天
皇
即
位
の
御
大
典
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
工
事
で
、
昭
和
２
年
に
着
工
し
３
年

に
完
成
し
た
。
仲
町
と
宮
戸
（
現
在
の
大
原
）
と
の
間
は
谷や

つ津
（
＝
く
ぼ
地
）
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ

こ
に
盛
り
土
し
て
道
路
を
通
し
た
。
た
だ
し
、
盛
り
土
は
現
在
よ
り
低
か
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
頃
、
昭
和

新
道
の
商
店
に
は
内
間
木
村
宮
戸
方
面
か
ら
も
多
く
の
お
客
が
来
て
い
た
。（
村
に
は
ほ
と
ん
ど
お
店
が

無
か
っ
た
。）

　

仲
町
の
は
じ
ま
り
と
戦
時
体
制

　

仲
町
は
上
町
の
一
部
だ
っ
た
が
、
昭
和
15
年
〜
16
年

（
１
９
４
０
）
頃
、
上
町
か
ら
分
離
独
立
し
て
仲
町
が
生
ま
れ
た
。

同
時
に
、
双
葉
町
と
寿
町
も
上
町
か
ら
分
離
独
立
し
た
よ
う
だ
。

「
仲
町
」の
町
名
は
、上
町
と
双
葉
町
の
間
で
町
の
中
央
で
も
あ
り
、

さ
ら
に
み
ん
な
仲
良
く
暮
ら
す
こ
と
も
含
め
て
名
づ
け
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
が
、
確
証
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。

　

同
じ
く
昭
和
15
年
「
大
政
翼
賛
会
」
が
結
成
さ
れ
、
戦
時
体
制

に
対
応
す
る
た
め
に
、
町
内
会
・
隣
組
に
翼
賛
会
の
世
話
人
が
置

か
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
上
町
を
分
割
し
た
意
図
が
き
め
細
か

い
戦
時
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
よ
う
に
推
測
さ
れ
る
。

同
じ
目
的
で
、「
大
日
本
青
年
団
」・「
大
日
本
婦
人
会
」
な
ど
も

結
成
さ
れ
た
。

　

当
時
、戦
費
を
ま
か
な
う
た
め
の「
戦
時
国
債
」を
買
わ
さ
れ
た
。

町
内
会
か
ら
隣
組
に
購
入
金
額
が
強
制
的
に
割
り
付
け
ら
れ
た
。

　

昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
２
月
11
日
（
紀
元
節
の
日
）、
戦
時

体
制
上
の
要
請
か
ら
志
木
町
・
内
間
木
村
・
宗
岡
村
・
水
谷
村
が

合
併
し
、「
志
紀
町
」
と
な
っ
た
。（
昭
和
23
年
４
月
に
分
裂
し
、

元
の
「
志
木
町
」
に
戻
っ
た
。）

昭和 15 ～ 16 年頃、 戦時体制整備のために強化

された 「隣組 （仲町第六班隣組）」 の記念写真。

「町内会として残る最古の写真」 と言えるもの。

「仲町町内会旗」 制作記念写真

（昭和 17 年１月３日、 敷島神社境内）
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戦
争
の
爪
あ
と

　

仲
町
か
ら
も
多
く
の
方
々
が
出
征
し
、
あ
る
い
は
、
勤
労
動
員
で
働
い
た
。
町
内
で
は
14
名
の
方
が
戦

死
あ
る
い
は
殉
職
さ
れ
た
。
志
木
地
区
に
は
、直
接
的
な
爆
撃
は
無
か
っ
た
が
、Ｂ
29
爆
撃
機
が
空
に
な
っ

た
燃
料
補
助
タ
ン
ク
を
放
出
し
、
秋
元
肥
料
店
の
前
の
道
路
に
落
ち
て
き
た
。「
時
限
爆
弾
だ
！
」
と
の

う
わ
さ
が
流
れ
、
近
所
の
人
々
は
防
空
壕
に
逃
げ
込
ん
だ
。

　

昭
和
20
年
〜
30
年
頃
の
仲
町

　

戦
後
は
物
資
が
不
足
し
、
お
米
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
砂
糖
・
メ
リ
ケ

ン
粉
・
パ
ン
・
野
菜
・
魚
・
ク
ス
リ

な
ど
、
何
で
も
配
給
だ
っ
た
。
配
給

を
受
け
る
に
は
、
通
帳
や
引
換
え
券

を
持
っ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
り
、
行
列

し
て
受
け
取
っ
た
。
町
内
に
は
、
配

給
物
資
を
取
り
扱
う
商
店
が
沢
山
あ

り
、
現
在
で
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ

ど
の
に
ぎ
わ
い
だ
っ
た
。

　

昭
和
30
年
頃
の
仲
町
に
は
、
お
菓

子
屋
４
軒
、
八
百
屋
２
軒
、
乾
物
食

材
店
２
軒
、
薬
屋
２
軒
、
電
気
屋
２

軒
、
洋
品
店
２
軒
、
種
苗
店
２
軒
、

蕎
麦
料
亭
・
寿
司
・
料
亭
・
喫
茶
各

１
軒
、
酒
屋
１
軒
、
医
院
１
軒
、
歯

科
医
１
軒
、
眼
科
医
１
軒
、
助
産
所

２
軒
、
理
髪
・
美
容
各
１
軒
、
本
屋

１
軒
、
貸
し
本
屋
１
軒
、
大
工
２
軒
、
板
金
屋
２
軒
、
左
官
屋
１
軒
、
鳶
職
１

軒
、
肥
料
店
１
軒
、
荒
物
屋
１
軒
、
洗
濯
屋
１
軒
、
塗
料
店
１
軒
、
精
米
屋
１
軒
、

自
転
車
店
１
軒
、
そ
ろ
ば
ん
塾
・
学
習
塾
各
１
軒
、
お
も
ち
ゃ
屋
１
軒
、
鍛
冶
屋
・
桶
屋
・
箒
屋
各
１
軒
、

花
屋
１
軒
、
な
ど
が
軒
を
並
べ
て
い
た
。

江
戸
道
入
�
口
�

�
火
�
見
や
�
�
�
�
上
�
�
見
�
仲
町
�
町
並
�
�

�
�
埼
玉
�
�
�
�
�
昭
和
28
年
�
月
�
日
号
�
�
�

火
�
見
櫓

�
角
長
�
�
裏
手
�
�
�
眺
�
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町
内
会
の
復
活

　

占
領
政
策
に
よ
り
、
町
内
会
・
隣
組
は
軍
国
主
義
を
支
え
て
き
た

組
織
と
し
て
解
散
さ
せ
ら
れ
た
が
、
昭
和
26
年
（
１
９
５
１
）
９
月

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
を
締
結
し
て
独
立
を
回
復
し
、
町
内

会
の
結
成
が
可
能
に
な
っ
た
。
志
木
町
で
は
、昭
和
29
年
８
月
に「
市

場
町
内
会
」
が
結
成
さ
れ
た
と
「
埼
玉
タ
イ
ム
ス
」（
昭
和
29
年
８

月
22
日
号
）
の
記
事
に
載
っ
て
い
る
の
で
、
仲
町
町
内
会
も
ほ
ぼ

同
じ
頃
に
結
成
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

　

昭
和
29
年
か
ら
30
年
に
か
け
て
、
本
町
通
り
が
駅
前
か
ら
坂
上

ま
で
順
次
舗
装
さ
れ
た
。
本
町
通
り
の
商
店
街
に
ネ
オ
ン
が
付
い

た
の
は
、
昭
和
29
年
８
月
の
仲
町
（
13
軒
）
が
皮
切
り
で
、
31
年

４
月
に
は
合
計
１
０
５
件
に
な
り
、「
ネ
オ
ン
祭
」
が
行
わ
れ
た
。（
埼
玉
タ
イ
ム
ス 

昭
和
31
年
３
月
25

日
号
に
よ
る
。）

　

区
画
整
理
と
慶
応
通
り

　

人
口
の
急
増
と
宅
地
の
乱
開
発
に
対
応
す
る
た
め
、
直
路
地
区
区
画
整
理
事
業
は
昭
和
30
年
代
前
半
か

ら
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
合
意
に
至
ら
ず
暗
礁
に
乗
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
41
年
に
審
議
会
が
設
置

さ
れ
て
事
業
が
再
出
発
し
た
。
そ
の
後
施
工
区
域
の
縮
小
、
施
工
年
度
の
２
度
に
わ
た
る
延
長
、
17
戸
の

家
屋
の
移
転
を
経
て
、
昭
和
46
年
５
月
よ
う
や
く
完
成
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
慶
応
通
り
が
造
ら
れ
、
整
然
と
し
た
宅
地
が
出
来
た
。「
直
路
交
通
公
園
」
は
こ
の
事
業

に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

昭
和
47
年
１
月
、
住
居
表
示
変
更
に
よ
り
「
仲
町
」
の
表
示
が
な
く
な
り
「
本
町
」
に
な
っ
た
。
た
だ

し
、
町
内
会
は
従
来
ど
お
り
の
地
区
割
り
と
「
仲
町
」
の
呼
称
が
継
続
さ
れ
た
。

　

仲
町
に
残
る
文
化
財
な
ど

　

(1)
「
イ
ボ
取
り
地
蔵
」

　

蕎
麦
屋
「
清
兵
衛
」
と
「
ニ
ュ
ー
タ
イ
ム
ス
社
」
の
間
に
あ
る
西
川
本
家
の
墓
地
の
前
に
「
西
川
地
蔵
」

が
あ
る
。
正
徳
５
年（
１
７
１
５
）に
建
立
さ
れ「
引
又
地
蔵
」と
か「
延
命
地
蔵
」と
も
呼
ば
れ
て
き
た
が
、

皮
膚
に
で
き
る
イ
ボ
を
取
り
除
く
の
に
効
能
が
あ
る
と
し
て
「
イ
ボ
取
り
地
蔵
」
と
も
呼
ば
れ
、
親
し
ま

拡張される前の昭和新道
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れ
て
来
た
。
明
治
・
大
正
の
頃
は
毎
月
４
の
日
に
縁
日
が
立
ち
、道
の
両
側
に
団
子
屋
、お
で
ん
屋
、飴
屋
、

お
も
ち
ゃ
屋
、
雑
貨
商
な
ど
の
店
が
沢
山
立
ち
並
ん
だ
と
言
う
が
、
特
に
８
月
14
日
の
縁
日
に
は
、
屋
台

囃
子
が
か
か
っ
た
り
、
特
設
の
桟
敷
で
芝
居
や
浪
花
節
も
演
じ
ら
れ
た
の
で
、
近
在
近
郷
の
善
男
善
女
が

殺
到
し
、
た
い
そ
う
な
賑
わ
い
だ
っ
た
そ
う

だ
。（「
し
き 
ふ
る
さ
と
史
話
」
よ
り
抜
粋
）

　

(2)
「
三
つ
子
稲
荷
神
社
」

　

本
町
通
り
の
「
角
長
商
店
」
わ
き
の
江
戸

道
を
約
１
０
０
ｍ
ほ
ど
行
っ
た
左
手
の
道
端

に
赤
い
鳥
居
の
お
稲
荷
さ
ん
が
あ
る
が
、
こ

れ
は
「
正
一
位
三
つ
子
稲
荷
大
明
神
」
の
社
や
し
ろ

で
あ
る
。
こ
の
稲
荷
は
角
長
商
店
森
田
家
の
も
の
で
、
先
祖
長
太
郎
さ
ん
が
祀ま
つ

っ
た
社
だ
と
言
う
。
嘉
永

２
年
長
太
郎
26
才
の
と
き
に
店
を
開
き
、
江
戸
道
の
角
の
長
太
郎
店
と
い
う
こ
と
で
、
い
つ
し
か
「
角
長
」

が
屋
号
と
し
て
定
着
し
た
。

　

商
売
熱
心
な
長
太
郎
は
中
山
道
の
板
橋
宿
（
現
東
京
板
橋
）
ま
で
商
品
を
仕
入
れ
に
よ
く
行
っ
た
が
、

安
政
年
間
（
１
８
５
４
〜
５
９
）
の
あ
る
夏
の
こ
と
、
例
に
よ
っ
て
長
太
郎
が
板
橋
宿
に
仕
入
れ
に
行
っ

た
帰
り
道
、
白
子
（
現
和
光
市
）
の
坂
で
苦
痛
に
耐
え
て
い
る
一
匹
の
大
狐
を
発
見
し
た
。
一
度
は
通
り

過
ぎ
よ
う
と
し
た
が
た
だ
な
ら
ぬ
狐
の
様
子
に
捨
て
置
く
こ
と
も
出
来
ず
、
家
に
つ
れ
て
帰
り
水
や
食
べ

物
を
与
え
寝
か
せ
た
。
翌
朝
見
る
と
３
匹
の
子
狐
が
生
ま
れ
て
い
た
が
、
産
後
の
肥
立
ち
と
乳
の
出
が
悪

く
、
親
狐
も
子
狐
も
共
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
狐
の
死
を
悼
ん
だ
長
太
郎
一
家
は
江
戸
道
わ
き
の
所
有
地

に
埋
め
て
ね
ん
ご
ろ
に
弔
い
、
お
墓
の
上
に
祠
を
建
て
、
伏
見
稲
荷
の
神
霊
を
招
い
て
狐
の
霊
を
祀
っ
た
。

三
つ
子
稲
荷
神
社
は
１
５
０
年
た
っ
た
今
も
江
戸
道
の
ほ
と
り
に
祀
ら
れ
て
い
る
。（「
し
き 

ふ
る
さ
と

史
話
」
よ
り
抜
粋
）

　

(3) 

江
戸
道

　

角
長
商
店
の
角
か
ら
、
ヘ
ア
サ
ロ
ン
三
角
の
前
で
昭
和
新
道
を
横
切
り
、
新
井
種
苗
店
へ
抜
け
る
道
は

江
戸
道
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
道
は
江
戸
時
代
に
川
越
街
道
が
整
備
さ
れ
る
以
前
か
ら
川
越
方
面
と
江

戸
を
結
ぶ
道
で
あ
っ
た
。
川
越
街
道
が
徳
川
幕
府
老
中
兼
川
越
城
主
松
平
豆
守
信
綱
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ

る
と
、
裏
街
道
と
し
て
利
用
さ
れ
た
よ
う
だ
。
右
手
に
慶
応
高
校
の
グ
ラ
ン
ド
を
見
な
が
ら
直
進
す
る
と

東
武
東
上
線
に
ぶ
つ
か
る
。こ
の
場
所
に「
馬
頭
観
世
音
」の
石
塔
が
立
っ
て
お
り
、側
面
に「
江
戸
道
」・「
嘉

永
四
年
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
道
が
「
江
戸
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

�
�
取
�
地
蔵
�
�
�
�
木
版
刷
�
�
�
札
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仲
町
に
あ
っ
た
建
物
・
自
然
な
ど

　

仲
町
は
志
木
町
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
た
た
め
か
、
志
木
町
役

場
・
志
木
町
公
民
館
・
志
木
町
消
防
団
車
庫
な
ど
の
公
的
施
設
や
金
融

機
関
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

(1)
志
木
町
役
場

　

大
正
13
年
に
建
て
ら
れ
た
西
洋
式
木
造
２
階
建
て
建
築
だ
っ
た
。
現

在
の
市
役
所
に
引
っ
越
す
以
前
、
昭
和
47
年
５
月
末
ま
で
使
わ
れ
て
お

り
、
現
在
の
市
民
会
館
の
あ
た
り
に
建
っ
て
い
た
。

　

(2)
志
木
町
公
民
館

　

日
本
は
戦
争
に
負
け
、マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
よ
る
占
領
政
策
に
基
づ
き
、

軍
事
国
家
で
は
な
く
民
主
主
義
的
文
化
国
家
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
、
日
本
中
の
市
町
村
に
公
民
館
が
建

て
ら
れ
た
。
志
木
町
の
公
民
館
は
、
昭
和
24
年
に
建
設
さ
れ
た
。

　

(3)
志
木
八
百
半
青
果
市
場

　

明
治
20
年
（
１
８
８
７
）、
横
内
留
五
郎
さ
ん
が
開
設
し
た
。
発
展
拡
大
す
る
東
京
は
大
量
の
農
産
物

を
必
要
と
し
た
の
で
、
志
木
町
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
大
和
田
・
鶴
瀬
・
水
谷
・
南
畑
・
宗
岡
・
片
山
・
膝
折
・

内
間
木
な
ど
か
ら
農
産
物
を
集
荷
し
。
東
京
方
面
に
出
荷
し
て
い
た
。

　

(4)
川
越
貯
蓄
銀
行
志
木
支
店
・
志
木
商
工
会

　

現
在
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
場
所
に
は
、
文
久
元
年

（
１
８
６
１
）
本
家
か
ら
分
家
し
た
三
上
猪
三
郎
さ
ん
が
建
て
た
旧
家

が
あ
っ
た
。
肥
料
商
や
味
噌
製
造
業
な
ど
を
営
ん
で
い
た
が
、
昭
和
10

年
代
に
は
表
通
り
に
面
し
た
お
店
の
部
分
を
「
川
越
貯
蓄
銀
行
志
木
支

店
」
に
貸
し
て
い
た
。
同
行
は
昭
和
19
年
春
、
戦
時
政
策
に
よ
り
埼
玉

銀
行
に
吸
収
合
併
さ
れ
、業
務
・
事
務
所
が
埼
玉
銀
行
志
木
支
店
に
移
っ

た
た
め
、
そ
の
後
に
は
一
時
期
、
戦
時
疎
開
者
が
住
ん
で
い
た
。
昭
和

30
年
前
後
か
ら
54
年
ま
で
は
「
志
木
商
工
会
」
の
事
務
所
が
こ
こ
に
置

か
れ
て
い
た
。

　

(5)
川
口
信
用
金
庫
志
木
支
店
は
、
昭
和
28
年
仲
町
に
出
店
し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

　

(6)
権ご

ん

べ
兵
衛
山

　

大
谷
石
の
崖
の
上
に
あ
る
目
医
者
さ
ん
の
駐
車
場
の
北
側
に
三
上
本
家
の
墓
地
が
あ
る
。三
上
本
家
は
、

井
下
田
家
と
並
ん
で
新
河
岸
川
舟
運
の
廻
漕
問
屋
と
し
て
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
ま
で
営
業
し
、
酒
造

志木町役場志木町公民館
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業
も
営
み
有
数
の
大
地
主
で
あ
っ
た
。
こ
の
墓
地
内
に
三
上
権
兵
衛
さ
ん
の
墓
石
が
あ
り
、
こ
の
権
兵
衛

さ
ん
に
因ち
な

ん
で
「
ご
ん
べ
山
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

昭
和
30
年
代
初
頭
ま
で
、
こ
の
周
辺
は
熊
笹
・
ク
ヌ
ギ
・
雑
木
が
生
い
茂
り
、
ご
ん
べ
山
の
下
の
ク
ヌ

ギ
林
は
、
カ
ブ
ト
ム
シ
・
ク
ワ
ガ
タ
ム
シ
の
宝
庫
で
、
い
く
ら
で
も
捕
ま
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
朝
夕
は

ヒ
グ
ラ
シ
ゼ
ミ
の
大
合
唱
が
あ
り
、
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
・
ア
カ
タ
テ
ハ
・
ル
リ
タ
テ
ハ
な
ど
、
き
れ
い
な
蝶

も
乱
舞
し
て
い
た
。
ヘ
ビ
も
沢
山
い
た
し
、
子
ど
も
連
れ
の
コ
ジ
ュ
ケ
イ
が
「
チ
ョ
ッ
ト
コ
イ
、
チ
ョ
ッ

ト
コ
イ
」
と
鳴
き
、
ま
だ
ま
だ
自
然
が
残
っ
て
い
た
。
昭
和

が
始
ま
り
、
ご
ん
べ
山
も
す
っ
か
り
住
宅
地
に
変
貌
し
た
。

注
記
：「
仲
町
の
歴
史
」
は
市
内
の
図
書
館
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

華
や
か
な
装
い
の　

志
木
市
立
郷
土
資
料
館

特
別
展
五
月
の
武
者
飾
り

　

昨
年
五
月
の
展
示
は
好
評
だ
っ

た
。
し
か
し
、
今
年
は
東
日
本
大

震
災
の
直
後
な
の
で
、
目
下
の
と

こ
ろ
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。

お
問
合
せ
は　

電
話
：

０
４
８
・
４
７
１
・０
５
７
３

　

端
午
の
節
句
を
祝
う
「
武
者
人
形
」
が
勢
揃
い
。
こ
れ
ら
は
市
内
の
旧
家
か
ら
提
供
さ
れ
た
貴
重
な
逸

品
ば
か
り
、
そ
の
豪
華
さ
は
、
ビ
ジ
タ
ー
の
目
を
見
張
ら
せ
、
楽
し
ま
せ
た
。

ト
コ
イ
」
と
鳴
き
、
ま
だ
ま
だ
自
然
が
残
っ
て
い
た
。
昭
和
30
年
代
に
な
る
と
住
宅
開
発

　盛況をきわめた・・・
　三月の特別展
「ひなまつり」
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惜
別　
染
色
家
・
原　
梢
美
さ
ん

　

朝
霞
市
浜
崎
、
志
木
市
本
町
の
工
房
で
「
繭
の
会
」
を

主
宰
、
多
く
の
門
弟
を
育
て
、
県
展
の
審
査
委
員
、
朝
霞

市
工
芸
会
の
会
長
を
つ
と
め
た
梢
美
さ
ん
が
、
昨
年
九
月

十
三
日
に
亡
く
な
っ
た
。

　

染
色
の
作
業
は
、
ス
ケ
ッ
チ
に
は
じ
ま
り
、
素
材
の
織

物
の
特
性
に
対
応
し
、
様
々
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
す
す

め
ら
れ
、殆
ど
す
べ
て
が
手
作
業
で
あ
る
。
梢
美
さ
ん
は
、

京
都
の
伝
統
的
な
染
色
工
房
を
訪
ね
て
古
典
的
な
染
色

技
術
を
学
ん
だ
。
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
、
多
彩
な
現
代

感
覚
の
創
作
を
発
表
し
て
き
た
。

　

し
ば
し
ば
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
な
ど
の
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
を
旅
し
、
か
の
地
の
伝
統
的
な
技
術
を
視
察
し

て
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
で
作
品
を
制
作
さ
れ
た
。着
物
、

帯
な
ど
和
装
用
の
作
品
に
も
、
優
美
な
香
り
が
込
め
ら

れ
、
多
彩
か
つ
新
鮮
な
感
覚
は
高
い
評
価
を
受
け
た
。

　

遺
作
の
一
つ
、「
メ
ル
ヘ
ン
」
と
題
す
る
ろ
う
染
は
、

朝
霞
市
役
所
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
飾
ら
れ
て
、
市
民
に

優
し
く
語
り
か
け
て
い
る
。

　

梢
美
さ
ん
は
志
木
市
本
町
二
丁
目
原
薬
局
の
二
代
目
、

林
三
の
長
女
と
し
て
、
大
正
十
一
年
一
月
一
日
生
ま
れ
、

「
登
世
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。
埼
玉
師
範
学
校
（
現
・
埼

玉
大
学
）付
属
小
学
校
、川
越
女
学
校（
現
・
川
越
女
子
高
）

卒
、幼
い
頃
か
ら
手
芸
を
好
み
、実
践
的
な
修
行
を
経
て
、

染
色
家
と
し
て
独
立
し
た
。

　

墓
所
は
志
木
市
の
宝
幢
寺　

戒
名
「
愛
染
院
梢
美
妙

世
大
姉
」

朝霞市役所のエントランス
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本
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
年
四
回
（
一
、四
、七
、十
月
、
各
五
日
）
発
行

特
定
非
営
利
活
動
法
人

N
PO

「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

こ
の
法
人
は
地
域
住
民
と
行
政
に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、

報
道
に
よ
っ
て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
市
民
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
情
報
紙「
市
民
プ
レ
ス
」はN

PO

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
編
集
・

発
行
し
、
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

TEL090

（3048

）5502

編
集
部　

原
宛
に
ど
う
ぞ
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ＮＰＯ市民フォーラムが編集する
CREATIVEBOOK新書判
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「
山
手
線
は
廻
る
」
環
状
鉄
路
の
誕
生

　

新
橋
か
ら
品
川
・
横
浜
へ
、
日
本
の

鉄
道
建
設
は
明
治
五
年
に
始
ま
っ
た
。

半
世
紀
を
経
て
完
成
し
た
環
状
の
「
山

手
線
」
は
、
首
都
東
京
の
大
動
脈
と
な

る
。
本
書
は
山
手
線
各
駅
近
傍
の
地
誌

を
語
り
、
歴
史
的
な
変
遷
を
偲
び
つ
つ
、

気
ま
ま
に
読
み
下
せ
る
よ
う
に
編
集
さ

れ
た
物
語
り
。

INFORMATION

CREATIVEBO
O
K

10
号

　
「
隅
田
川
を
遡
る
」
橋
梁
物
語

　

空
撮
写
真
の
ほ
か
多
彩
な
カ
ラ
ー
写

真
を
添
え
て
隅
田
川
に
架
か
る
橋
梁
と

両
岸
の
賑
わ
い
を
訪
ね
、
江
戸
時
代
か

ら
の
歴
史
を
語
る
。


